
Illustrator で絵型を描く。

ブラシの種類についての説明

散布ブラシについての説明

ブラシの活用方法 illustrator のブラシパネルを活用することで
様々なパーツを簡単且つ正確に描くことが可能になる。

作成したブラシをパネルに入れると
次の様な設定ウィンドウが出る。

散布ブラシとして使用する場合は
ブラシパネルのこの位置に入る。

ペンツールでラインを描きブラシパネルから
ボタンブラシを選択する。

形状が同じなのでどれを押しても良い。

ブラシパネルからボタンブラシを
ダブルクリックすると
詳細な設定が可能になる。

主に変更するべき点は
サイズと間隔である。
また、固定は全て同じサイズ
全ておなじ間隔となるが
ランダムに設定すると
大きさや間隔が不規則になる。

使用したブラシを確認しながら
サイズ等変更する場合は
必ずプレビューに
チェックを入れておく。

適用を押して決定する。

ボタンは垂直に線を引き
サイズ及び間隔を決定する。

選択ツールで Alt を押しながら移動すればコピー出来る。
真下、もしくは真上にコピーして
その直後に Ctl＋D（事前操作の繰り返しコマンド）を押せば
コピーを繰り返し配置してくれる。
ただし垂直にならない場合はボタン全体を選択し
整列ウィンドウで整列しておく。

Alt 移動で
コピー

間隔が均等でない場合はここを押す。
形状が同じなのでどれを押しても良い！

垂直方向に分布で
上下のボタンの
間が均等になる。

他の方法も
！

ペンツールで描いたライン上に
原寸大（描いたボタンの大きさ）でボタンが散布される

散りばめた様に使用する場合は散布ブラシに設定する。

パス上を連続した形状で表現する場合は
パターンブラシに設定する。

一本の形状をそのままの形で自由に湾曲させる場合は
アートブラシをに設定する。

19


